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【要旨】 

 くも膜下出血後に左視床梗塞により言語性記憶障害を呈した 1例を経験した。発症初期は発話流暢で，言

語理解の低下，復唱良好で超皮質性感覚失語状態を呈した。その後急速に失語要因は消失し，言語性記憶障

害が主症状となった。発症 17 ヵ月時，物品の呼称やその使用法を口頭で説明する課題にほとんど可能であっ

たが，物品をカテゴリー別に分類する作業で障害を示した。本例はカテゴリー分類のみに困難を示した稀な

1例と考えられた。 
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【はじめに】 

視床梗塞は意識障害や高次脳機能障害を呈するこ

とがあり，症候学的に問題である 1）。神経心理学の

立場では記憶をその記銘から想起までの保持時間の

長さにしたがって，即時記憶・近時記憶・遠隔記憶

の３つに分類される 2）。また，左視床梗塞では言語

性記憶障害が生じるとされており，その特徴は即時

記憶，遠隔記憶が保存されるのに対して，言語性近

時記憶が障害されるといわれている。 

今回我々は，くも膜下出血発症後に左視床梗塞を

生じ，言語性記憶障害を呈した１例を経験した。言

語性記憶障害が主症状となった時期に，物品の分類

が困難であったという興味深い所見を認めたので報

告する。 

 

【症例】 

症例：35 歳，右利き，男性，大卒。主訴：記憶障

害。既往歴：若年性高血圧症。現病歴：200x 年 Y 月

Z日，くも膜下出血を発症した。左内頚動脈後交通

動脈分岐部の動脈瘤と診断され，Z+2 日目にクリッ

ピング術を施行したが，翌日から右片麻痺と失語症

が出現した。その後，麻痺は改善したが，失語が残

存した。以下，本例の特徴的な言語症状について検

索した。 

＜神経学的所見＞右片麻痺，失語症。 

画像所見：(図 1参照)。発症 12 日目の SPECT では，

左前頭葉及び左視床に血流の低下を認めた。純音聴

力には異常を認めなかった。 

①失語：本例は，初期には日常会話でも簡単な単

語の意味を聴きかえしたり，喚語困難を認めたりな

ど失語症を示したが，その後急速に症状の改善を認

めた。その後は語の流暢性課題の低下と言語性近時

記憶障害の問題が残存した。 

発症から 22 ヵ月までの高次脳機能検査の成績の

主なもの（言語機能・知能・記憶・認知・注意など）

を表 1に示した（表 1）。また，標準失語症検査（以

下 SLTA）の経過（発症 21 日目・発症 5 ヵ月目）を

プロフィールで示した（図 2）。 

喚語や言語理解面で失語症の要素が殆ど関与しな

いと考えられた発症 17 ヵ月時に，18個の物品（文

房具，台所用品，入浴用の品，大工道具）を使用し

たカテゴリー分類を施行した。 

本検査課題は正常被験者 5名（男性 5名，平均年

齢 35.3 歳，学歴は大卒 3名，専門学校卒 2名）に施

行したところ，呼称と口頭による使用法の説明は 5

名とも 18/18 正答し，分類課題も 18/18 正答した。

分類作業に要した時間は平均 31.3 秒（25-38 秒）で

あった。 

②記憶：先に記述した，同じ分類課題を本例に施

行したところ，6分経過しても台所用品のみしか分

類できなかったが，提示した物品の各々について，

口頭での使用法説明は可能であった。物品呼称も
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16/18 正答し，2/18（指サック，きり）は迂遠な言

い回しが見られた。22 ヵ月月時に再検した際には，

全て分類可能できたが，分類完成までに１分程度要

し，健常者に比し時間がかかった。また，検査上，

日本版リバーミード記憶検査（以下 RBMT）の物語の

直後・遅延再生が困難であった。 

③失行・失認・前頭葉症状：特になし。 

 

【考察】 

意味性記憶障害の評価には，物品の呼称や

pointing，物品の用途や使用説明，カテゴリー分類

などがよく用いられる。一般に，意味性記憶をきた

している患者はいずれも上手くできない。個々の物

品の呼称や使用法の説明レベルで誤りを示し，物品

のカテゴリー分類にも失敗するという特徴があると

報告している 3）。さらに，森・橋本は視床病変に伴

う記憶障害の特徴について，片側病変では即時記憶

はほぼ保たれ，手続き記憶は障害されないが，遠隔

記憶は保たれているとし，優位側の損傷では言語性

記憶が主として障害されると述べている 4）。本例の

言語性記憶障害は発症から 22 ヵ月経過しても著変

なく，秋口らの症例でも発症から 2年の経過観察で

も記銘力障害を認めており，同症状は長期的に障害

が残存すると考えられる 5）。しかし，本例に見られ

た物品分類障害は先述の既報告症例においては記載

されていない。 

本例は発症２ヵ月時には呼称で 87/100 正答し，比

較的語想起が良好であり，しかも言語理解面でトー

クンテストの成績が正常範囲に到達しており，失語

症の症状はなくなっていた。一方で，高次視知覚検

査の絵の分類課題で，4組は正しく施行できたにも

かかわらず 2組は合わせることができなかったこと

から分類課題のみに問題があると考えた。それ，証

明するためにカテゴリー分類テストを実施した結果，

カテゴリーの分類に困難を示すことが確認できた。 

カテゴリー分類操作を行う際には，個々の物品の

意味が想起されるだけでなく，分類作業をする他の

ものの意味も同時に想起される必要がある。また，

個々の物品のレベルと，その物品が属する概念のレ

ベルの階層性があると考えられる。本例の症状とし

ては，発症 17ヵ月時に失語要因が殆ど消失した時期

で，個々の物品呼称や口頭による使用法の説明がほ

とんど可能であったにもかかわらず，物品のカテゴ

リー分類のみ困難を示した点が特徴的であり，稀な

症例であると考えられた。 

【結語】 

意味性記憶障害，特にカテゴリー分類のみに困難

をきたした稀な一例を報告した。 
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 発症2ヵ月まで      発症4－8ヵ月         発症22ヵ月 

 

言語機能   100語呼称84/100正答    98/100正答           － 

       SLTA           語列挙のみ障害        語列挙のみ低下  

       トークンテスト  

       52/62正答（正常範囲） 

                    ことわざの説明 3/3正答        

                    語義説明 表面的説明         電子辞書利用 

 

知能     WAIS-R 

        VIQ 71           VIQ85 

                 PIQ91                      PIQ88 

       

              コース立方体検査 

        IQ 101                    

 

記憶    言語性 3単語                       RBMT 

        即時 3/3正答                    標準19/24 

        遅延 0/3正答                                     スクリーニング9/12 

      三宅式記銘力検査 

        有意味 4－4－6                    有意味10 

        無意味 不可                      無意味2－4－4 

      遠隔記憶 

        小学校～問題なし 

 

 

認知    高次視知覚検査（VPTA）より 

        絵カード分類不良 

 

      聴覚認知課題 

        環境音認知 9/10正答 

 

注意    検査場面、入院生活上でとくに問題なし 

行為・生活 検査場面、入院生活とくに問題なし           電子手帳の利用 

                                会議の内容が聞き取れない 

 図 1 本例のＭＲＩ画像 

ＭＲＩ画像所見では、脳血管孿縮により視床前方から中央にかけて小梗塞を認めた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 1 高次脳機能検査成績の経過 
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図 2 ＳＬＴＡプロフィール 
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